
特集建設現場の生産性向上

1.　はじめに

生産性向上の入り口については，読者が認識さ
れているとおり，建設業就業者数の減少，高齢者
の離職が見込まれる中，若年齢層就業者数が他産
業と比べ少ないことから，それを補う若手入職者
の確保，次世代への技術の承継が喫緊の課題とな
っている。このような状況の中，潜在的な成長力
を高めるとともに新たな需要を掘り起こしていく
ため，働き手の減少を上回る生産性の向上等が求
められている。
国土交通省では平成 28 年より，生産性の向上
に取り組んでいるところであり，調査・測量から
設計，施工，検査，維持管理・更新までのあらゆ
る建設生産プロセスにおいて「i-Construction」
を推進している。i-Construction においては，3
つの視点のトップランナー施策として，「ICTの
全面的な活用（ICT土工）」，「全体最適の導入（コ
ンクリート工の規格の標準化等）」，「施工時期の
平準化」を設定し，それぞれについて取り組むべ
き事項を整理している。
本稿では，このうち「全体最適の導入（コンク
リート工の規格の標準化等）」における「コンク
リートの生産性向上に向けた取り組み」を紹介す
る。なお，誌面の都合もあり，本誌 2018 年 6 月

号においてコンクリート工の生産性向上について
の主な課題や取り組むべき項目等の概要は紹介し
ていることから，近年の「コンクリート生産性向
上検討協議会」で審議した内容について報告する。

2.　‌�コンクリート生産性向上に向けた‌
取り組み

コンクリート工全体の生産性向上を図るため，
「全体最適の導入」，「現場打ちコンクリート，プ
レキャスト製品それぞれの特性に応じた要素技術
の一般化」及び「サプライチェーンマネジメント
の導入に向けた検討」を進めている（図－ 1）。
これらを進めるための課題及び取組方針や，全
体最適のための規格の標準化や設計手法のあり方
を検討することを目的に，表－ 1の有識者，関係
団体，研究機関，発注機関からなる「コンクリー
ト生産性向上検討協議会」（以下，「協議会」とい
う）を平成 28 年 3 月に設置した。直近では令和
3 年 2 月 9 日に第 10 回協議会を開催しており，
引き続き生産性向上に向けた検討を進めている。
協議会では，以下の 3つの項目を立て，検討を
行っている。

⑴　全体最適の導入
調査・測量から設計，施工，検査，維持管理・
更新までのあらゆる建設生産プロセス全体の最適
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化を図るための検討を実施した。
・設計，施工や維持管理に知見を有する者が設計
の段階から関わる仕組みなど，フロントロー 
ディングの考えを導入。
・革新的な技術開発や全体最適の本格的な導入を
促す仕組み。

・コスト以外の観点で優れ，生産性の向上に資す
る技術，工法の採用を進めるための評価する手
法を開発。

⑵　規格の標準化，要素技術の一般化
全体最適化を後押しするための手段として，規

図－ 1　コンクリート生産性向上に向けた検討事項

表－ 1　コンクリート生産性向上検討協議会（委員と検討内容）
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格の標準化を図り，可能な限り部材の工場製作化
を進める必要がある。
・仕様規定ではなく，創意工夫できる性能規定型
の規格とする。
・性能規定に対する性能評価や検査手法の標準化
を図る。
・開発されている生産性を向上させる技術・工法
を一般化する取り組みを進めること。
・品質を担保するため，合理的な検査を前提とし
た施工の自由度を高めるため仕様の見直し等の
措置。
このため，要素技術の普及に向けたガイドライ
ン，設計マニュアル等の整備を実施した。

⑶　サプライチェーンマネジメントの導入
工事受注者，専門工事会社，工場（プレキャス
ト製品製作，鉄筋加工）等，建設現場関係者を含
む協議の場を設置し，コンカレントエンジニアリ
ングの考え方に基づき，調達，製作，運搬，組立
等の各工程の改善，より効率的なサプライチェー
ンマネジメントを導入することを検討していく必
要がある。
・コンクリート工において全体最適の考え方を導
入し，構造物の設計，発注，材料の調達，加
工，組立等の一連の生産工程や，さらには維持
管理を含めたプロセス全体の最適化を目指し，
サプライチェーンの効率化，生産性向上を図る。
・プレキャスト製品やユニット鉄筋などの工場製
作化を進め，資機材の転用等によるコスト削
減，生産性の向上になる部材の規格（サイズ等）

の標準化。
この検討に当たっては，構造，材料配合，施工

計画のシームレスな全体最適設計（品質，コスト，
時間）を可能とする仕組みとすることに留意する。

3.　‌�コンクリート生産性向上に向けた‌
具体的な内容

以下に，コンクリート生産性向上に向けた具体
的な取り組みやガイドライン等を紹介する。

⑴　生産性を高める技術・工法の普及
本協議会における議論を踏まえ，現場打ち，プ
レキャストそれぞれの生産性を向上させる技術・
工法の普及のため，6つの技術のガイドラインに
ついてとりまとめた（表－ 2）。また，これらの
要素技術のガイドライン策定を受け，フロントロ
ーディングの考え方を取り入れて「土木構造物の
設計ガイドライン」も改定している。各ガイドラ
インについては誌面の都合上，詳細な説明は割愛
する。令和元〜 2年度では，各ガイドラインのフ
ォローアップ調査を行ったので，普及・改善に向
けた取り組みを以下に紹介する。

⑵　「流動性を高めた現場打ちコンクリートの活
用に関するガイドライン」のフォローアップ
本ガイドラインについては，工事における高流
動コンクリート（スランプ 12 cm 以上）の採用
は 41% と活用が低く，また，設計業務では 17%
と低利用であったことから，高流動コンクリート

表－ 2　各ガイドラインの策定状況
技術 策定時期 委員

機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン H28.7 委員長：久田 真（東北大学）

流動性を高めた現場打ちコンクリートの活用に関するガイドライン H29.3 委員長：橋本 親典（徳島大学）

現場打ちコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン H29.3 委員長：久田 真（東北大学）

コンクリート構造物における埋設型枠・プレハブ鉄筋に関するガイドライン H30.6
委 員 長：睦好 宏史（埼玉大学）
副委員長：綾野 克紀（岡山大学）

コンクリート橋のプレキャスト化ガイドライン H30.6
委 員 長：睦好 宏史（埼玉大学）
副委員長：綾野 克紀（岡山大学）

プレキャストコンクリート構造物に適用する機械式鉄筋継手工法ガイドライン H31.1 委員長：宮川 豊章（京都大学）
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の使用を浸透させるために，コンクリート構造物
の設計業務の成果品には原則，施工時のスランプ
を記入する方針とした（図－ 2）。
検討に当たり，一般社団法人建設コンサルタン

ツ協会にアンケートを実施。設計段階では，現場
条件に応じた配合設計は施工者に委ねているとの
意見はあるが，「過密配筋や特殊部位など，設計
段階において検討する必要性があれば検討する」，
「個別事業ごとに検討するより，規定による標準
化を進める方が生産性向上には有効」といった好
意的な意見もいただき，設計段階においてスラン
プを記載する指標とした。スランプは，一般的な
構造物の場合は標準 12 cm とするが，過密配筋
等の特殊な構造物は，公益社団法人土木学会の
「コンクリート標準示方書（施工編）」等を参考に
別途検討し，また施工時においては，施工者自身

が最適なスランプを選定することは妨げないとし
ている。
その他のガイドラインに関しては，20 〜 30%
台の採用率ながら，「コンクリート打設における
締固めの施工性が向上し，品質が改善された」，
「施工手間の掛かる難易度の高い施工が容易にな
り，熟練者不足でも対応しやすくなった」などの
意見もあり，ガイドラインの認知度も決して高い
とはいえない状況であるが利用効果は現れている
ので，今後も普及状況を確認するとともに改善点
や要望などを伺い，フィードバックを継続して生
産性向上に寄与していきたい。

⑶　プレキャストの適用の検討
現場での生産性向上に大きく寄与すると考えら
れるのがプレキャスト製品の活用である。

プレキャスト製品については，
現場打ちと比較して高価なイメー
ジがあるが，プレキャスト製品の
規格の統一化や集約化等に関する
アンケートを建設業界や関係者に
行った結果，次のようなメリット
があるとの意見をいただいている。
・‌�規格数量が減ると型枠の種類を
減らすことができ，型枠に関す
るランニングコストが下げられる。
・‌�製造の効率が上がり，品質も向
上しコストも低減できる。
・‌�特注品が減少することによる原
価低減への影響度は大きい。
・‌�効果発現の前提条件として，規
格品で対応する考え方を基本と
した発注方式（幅，高さが多少
異なっても要求事項が満足され
れば良しとする等）の採用が必
要。
プレキャストの活用状況を図－
3に示す。大きさ 2 m× 2 m以下
の小型プレキャストについては，
活用率 95% を超えており，これ図－ 2　高流動コンクリートの活用に関する取り組み
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は価格と扱いやすさから使いやすいとされている
ことにある。そこで，材料費に仮設や土工工事費
等を加え工事費を試算し，現場打ちとの比較を行
った結果を図－ 4に示す。
中型サイズでは工事費の差は見られず，安価な
範囲もある。このサイズは，特殊車両に分割する
ことなく搭載，運搬可能なことから，中型・大型
構造物へのプレキャスト製品の導入促進を目指し
て「特殊車両により運搬可能な規格については，
原則，プレキャスト化する」方針を決定した（図

－ 5）。この方針付けは，今まで踏み込めなかっ
た領域であり，非常に大きな転換といえる。な
お，運送に当たっては，協会等にアンケートを行
い，留意事項としてまとめている。
一方，大型サイズに関しては価格差が大きく，
今までのコストを中心に比較し，安価となる形式
と工法を選定した手法では採用が難しく，工期や
施工時間などの特殊な条件下でないと利用に踏み
切れないでいる。こうしたことから，従来の比較
方法でなく，支払いに対して最も価値の高いサー

図－ 3　L型擁壁とボックスカルバートの規格毎のコスト比較

図－ 4　プレキャスト製品の規格毎のコスト比較

建設マネジメント技術　　2021 年 6 月号 21

建マネ2106_05_特集_3_三_cc17.indd   21 2021/06/04   15:06



建設現場の生産性向上特集 建設現場の生産性向上

ビスを供給する考え方である「Value for Money」
の概念を導入する検討を始めた（図－ 6）。
コスト以外の評価項目としては，安全性・品質
管理・施工性・維持管理性などもあるが，周辺住
民や道路ユーザーへの影響，働き方改革への寄与
度，自然環境への影響（CO2 排出など）といった，
施工状況そのものでなく新しい指標も考えられ
る。しかし，客観的指標による定量的表現が困難
な項目の評価方法や，定量評価モデルの選定と条
件設定の妥当性，定性的な評価項目に対する評価
の妥当性など，検討すべき課題は多々あり，評価
方法を決定する道のりが長いものと考えられる。

⑷　サプライチェーンマネジメントの導入
PRISM（官民研究開発投資拡大プログラム）
予算による「革新的技術の導入・活用に関するプ
ロジェクト」を活用し試行工事を行い，建設業団
体と協力して「生コン情報の電子化」によるサプ
ライチェーンマネジメントの導入についての検討
を進めている（図－ 7）。
生コン情報の電子化においては，施工関連情報
の電子化・クラウド化により，工程の進捗状況等
を生コンクリートの供給者と施工者とで共有する
ことにより，生産性の向上やロスの削減を図るも
のである。特に，生コン情報の電子化において

図－ 5　特車により運搬可能な規格について

図－ 6　大型プレキャストの評価検討（VfMの考え）
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は，映像解析等の最新の技術を駆使し，スランプ
試験等の従来の品質試験等を簡素化し，工事書類
の削減や生産性向上を検討している。
映像解析等によるスランプを推定する方法にお
いては，令和 2年度に，大手ゼネコン・日建連等
によるコンソーシアムにより，中流動コンクリー
ト数種と高流動コンクリートのスランプをAIに学
習させた映像画像判定システム（仮）を直轄工事
の複数の現場において試行に取り組んだ（図－ 8）。
サンプリングと推定値及び偏差を図－ 9に示

す。コンクリートの配合によってばらつき範囲に
差があるが，2.0 〜 3.5 cm の標準偏差となってお
り，実用が見込まれると考えられる。また，RI
水分計，密度計を用いて荷下ろし時に空気量を算
定し，単位水量と空気量から圧縮強度を推定する
ことも同時に行い，現場試験の軽減及び電子化も
進めている。今後も，推定制度の向上方法の検
討，画像撮影方法などの要領策定，監督・供給・
施工の三者が納得できる管理基準の改定の策定等

に引き続き取り組んでいく。
また，協議会からは，施工者側のみでなく供給
側（工場側）のメリットも必要との意見があった
ことにより，生コン情報の電子化の取り組みと合
わせて，供給側の提出書類の簡素化として「伝票
情報の自動転送」，残コン・戻りコン削減として
「配車合理化に向けた運搬・施工新着情報の共有」
などクラウドを介してできる品質管理システムを，
東京と神奈川の 3 つの生コンクリート協同組合
（以下，「生コン協組」という）の協力のもと試行。
直轄工事だけでなく，他の工事も含め 12 現場で
実施し，複数現場・複数工事が同時に利用できる
ことなど，供給側のメリットの確認が取れた（図
－ 10）。このシステムは，協力された生コン協組
においての活用が継続できるように，コンソーシ
アムを組む会社に運用を移管し，実用化してい
る。今後，土木はもちろんだが，生コンクリート
の使用の約 6割を占める建築分野での活用が，生
コン協組への導入普及につながると考えられる。

図－ 7　生コン情報電子化の概要
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4.　今後の予定

コンクリートの生産性向上のためには，引き続

き現場打ちの生産性向上とプレキャストの導入促
進を進めていく必要がある。また，生コンクリー
トの品質管理の電子化に当たっては，JIS の改訂
といった手続きが不可欠となることから，建設業
界と連携を図り，関係機関との協議を進めていく

空気量/温
度/圧縮強
度(推定)に
ついての全
数計測手法

図－ 8　革新的技術の導入による試行

図－ 9　画像によるスランプの推定値及び偏差
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ことも必要である。
今後も協議会を中心に，産官学の連携を取りつ
つ，これまでの取り組みのフォローアップを進め
ていき「全体最適の導入（コンクリート工の規格

の標準化等）」を進めるとともに，i-Construction
の取り組みにより，建設業界全体の発展と課題解
決を進めていきたいと考えている。

図－ 10　生コン情報電子化システムの試行
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